
＜海洋教育の目標＞ 

○ 与論の海に関心をもち，主体的に課題を解決できる

子供を育てる。 

○ 活動内容に応じた追究方法やまとめ方を工夫しなが

ら，協働して学習を進め，自分の考えを豊かに表現し，

自らの生活のあり方を考える子供を育てる。 
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海洋教育を通して育みたい能力と態度（8コンピテンシー） 

情報収集 

・判断 
海に関して適切な情報を収集し，総合的に判断する能力 

対話 
海の諸場面で円滑なコミュニケーションを行うために他者を

理解し自己を表現する能力 

問題解決 
海の諸問題にかかわる関係者間の調整を試みながら問題を解

決する能力 

持続的 

利用 
海の恵みを持続的に利用できる能力 

主体 海の諸問題に関して自ら責任ある行動を起こす積極的な態度 

継続 
未来を見据え変わりゆく社会に対応できるよう海に関する知

識や技能を継続的に学習する態度 

関係 海を介した時空間的なつながりを尊重する態度 

感動 海に親しみ大切にする態度 

教材の工夫 

○地域の教育資源活用 

・地域の人，物，事に進んで関わり

をもつため町内の自然や人材，行

事等の学習素材を調査し整備す

る。 

・総合的な学習の時間や諸行事に協 

 力支援できる人材を募り整理する。 

○教材化の視点 

・総合的な学習の時間において教科 

等の枠を超えた横断的・総合的な 

学習が行われるように①②③のつ 

ながりを意識した教材にする。 

・各教科で得た知識や技能を総合的 

に発揮できる教材にする。 

・人や自然とのふれあいや道徳など 

で培った心情をさらに深めるよう 

な教材にする。 

※ 与論町海洋教育推進協議会との連

携を図る。 

問題解決的な学習における学習過程 

（１）「課題をつかむ」段階 

 ・教科学習の発展として 

 ・行事等への主体的な関わりから 

 ・生活の中の気付きから 

 ・様々な体験から 

 

（２）「計画・追究する」段階 

 ・どこで，どのような方法で調べるか。 

 ・だれに，どのようにして伝えるか。 

 

（３）「まとめ・表現する」段階 

 ・分かったことや感想を自分の言葉でま

とめる。 

 ・まとめたことをもとに交流する。 

 ・活動を振り返り，見直す。 

 

 

※  体験活動を適切に位置付ける。 

※  言語活動の充実を図る。 

指導方法・指導体制の工夫 

○教師の適切な指導 

 ・児童の学習状況に応じた適切な指導 

○学習形態の工夫 

・学校の枠を超えた町単位での取組 

・学年の枠を超えた異学年での取組 

・課題別グループによる取組 

・表現方法別グループによる取組 

○指導体制の工夫 

・ゲストティーチャーの活用 

・TTの活用（担任外教職員との連携） 

○学習環境の工夫 

・活動内容により場の設定を工夫 

・学校図書館の資料の整備・充実 

・コンピュータソフトの整備・充実 

○評価の工夫 

・自己評価，相互評価 

※ 海洋教育における評価方法の工夫

改善を図る。 

＜与論町海洋教育推進 

グランドデザイン＞ 

 祖先の遺訓である誠を「島

に誇りを持ち，誠実で利他の

心があり，真理や理想を追求

する精神」であるととらえ，

夢や希望を持ち，粘り強く学

び，変化の激しい社会で困難

を乗り越えて積極果敢にた

くましく生きる人間の育成 

＜学校の教育目標＞ 

ティダ（夢実現）に向かって，胸を張って堂々と生きる 
子供を育てる 

＜児童の実態＞ 

・相手意識をもって考

えを分かりやすく

伝えたり，相手の話

を聞いたりする力

が十分ではない。 

<保護者の願い> 

・社会の変化に柔軟に

対応できる強さを

もって島たちして

欲しい。 

<地域の特性> 

・子供一人一人を地域

で見守っている。 

＜地域との 

連携＞ 

○各種教育施

設や社会教

育機関団体

等との連携 

 

○地域の教材

や学習環境

の積極的な

活用 

 

○与論町漁業

協同組合・海

の再生ネッ

トワークよ

ろん・ヨロン

SC・誇れるふ

るさとネッ

トワーク等

との連携 

＜他教科の

関連＞ 

 

① 各 教 科

等の「見

方・考え

方」をつ

なぐ 

 

② 学 習 内

容 で つ

なぐ 

 

③ 指 導 方

法 で つ

なぐ 




